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研究成果の概要（和文）： 
日本の大主教ニコライ・カサートキン（1836-1912）が育てた日本人イコン画家山下りん（

1857-1939）の先駆者のような形で、アレウト・カムチャツカ・クリルの主教インノケンティ（

1797-1879）が育てたワシリー・クリューコフ（c.1805-c.1880）というアレウト人画家がいる。

今回の調査によって、クリューコフとその周辺のアラスカのイコン画家たちはロシアから将来さ

れた原画を忠実に模写したことが明らかになった。これは山下りんのイコン制作態度と同じであ

り、ニコライはイコン制作に関しても先輩のアジアへの正教会伝道師インノケンティのイコン観

を受け継いだと考えられる。8世紀ビザンティンに由来する表象観念が、アラスカと日本に同様

に伝えられたことになる。 

 
研究成果の概要（英文）： 
Vasily Kriukov should have been the first icon painter in Alaska. In the research of the 
icons supposed to be made by Kriukov in Unalaska in Aleutian Islands and in St. Michel’s 
Cathedral in Sikta, it has become clear that Kriukov and the icon painters after him in 
Alaska have copied faithfully the original Russian icons which were brought into Alaska by 
the Russian missionaries. This attitude is the same with the way Rin Yamashita took when 
she made icons in Japan after 1889. So it is possible that Nikolai Kasatkin who followed his 
elder missionary Innokenti Veniaminov also took the same medieval idea about icons 
established in 787 in the second Nicaean Counsil in Byzantium. This medieval notion was 
contrary to the modern idea of art with the emphasis upon originality and artists’ creation. 
It is the idea of the representation of the sacred and the beautiful and was preached by 
Russian missionaries to Asia including Alaska and Japan. 
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「明治日本に将来されたロシア・イコンの研

究 」 に よ る 調 査 に よ っ て 、 山 下 り ん

（1857-1939）の制作したイコンの原画がシ

トカの主教インノケンティ（1797-1879）の

私室で発見され、それを描いた画家Ｖ．クリ

ューコフが、アラスカのアレウトのイコン画

家ワシリー・クリューコフである可能性がで

てきた。また山下りんがイコン制作を学んだ

のは、伝道師ニコライ・カサートキン

（1836-1912）の指導によるが、アレウト人

画家クリューコフを指導したのも伝道師で、

最初のアラスカ主教区の主教となったイン

ノケンティであり、アラスカと日本における

正教会伝道がパラレルであったことが明ら

かになった。さらにアラスカの初期イコンと

してシトカの主教館の礼拝堂のイコン、そし

てエクルトナの聖ニコラス聖堂のイコンと

の様式的比較は、「日本とアラスカのイコ

ン：山下りんとアレウト人画家クリューコ

フ」『揺らぎのなかの日本ン文化』（岡山大

学出版局、2009 年 3 月、283-305 頁）のなか

で行った。本研究はそれに続くものである。 

 

２．研究の目的 
V.クリューコフがアレウト人画家であった

ことを踏まえて、まずクリューコフの描いた

1826 年成聖のウナラスカの昇天大聖堂のイ

コンを調査し、さらにそれと同様の図柄で、

クリューコフの後継者が制作したとも考え

られる 19 世紀のアラスカのイコンを調査す

る。クリューコフとその周辺のイコンを特定

することによって、インノケンティ主教がイ

コンとともにアラスカにもたらした表象観

念の受容について考察する。具体的にはクリ

ューコフを中心とするアラスカにおける表

象芸術の導入を、日本における山下りんのイ

コン制作との関係において考察する。しかし

それはわが国におけるイコンの受容のみな

らず、そもそも 16 世紀の切支丹時代あるい

は開国以来の我が国の近代美術の受容の考

察に有力な補助線を与えるものである。 
 
３．研究の方法 
船長アンドレイ・ラザレフ（1787-1849）の航

海記録によると、クリューコフはアレウト人

でペテルブルグ美術アカデミーに入学した画

家である。作業はまず現存する作品を調査す

ることから始める。クリューコフは、インノ

ケンティの記録によるとアレウト列島のウナ

ラスカ島出身であり、ウナラスカの1826年成

聖の昇天聖堂のイコンを描いている。まずウ

ナラスカ島の昇天大聖堂のイコンの調査を行

う。その上で、前回調査済みのシトカの聖マ

イケル大聖堂と主教館礼拝堂、そしてジュノ

ー、エクルトナとコディアク島の神学校に現

存するイコンとの様式的比較を行う。さらに

シトカの聖マイケル大聖堂内の聖インノケン

ティ礼拝堂のイコノスタスにも、初期のアラ

スカのイコンが掲げられていることが指摘さ

れており、それらのイコンの調査を行い、ウ

ナラスカや既に調査済みのシトカの主教館や

エクルトナにあるイコンとの様式的比較を行

う。 

 
４．研究成果 

山下りんが1893年に『復活』のイコンを描く

際にコピーした1876年ペテルブルグ刊行の

版画の原画を描いたV. クリューコフという

画家が、アラスカのヴァシリー・クリューコ

フであることは、その原画が、アラスカの最

初の主教座のあったシトカの主教館礼拝堂で

発見されたことから推測できている。さらに

ヴァシリー・クリューコフの出身地であるア

レウト諸島のウナラスカ島の昇天大聖堂のイ

コンの調査を行った際、アラスカの他の聖堂

ではみつからなかった1889年ペテルブルグ刊

行のV.クリューコフ作の聖書物語絵の版画が



 

 

６枚も発見された。このことはこのウナラス

カ出自の画家ヴァシリー・クリューコフが、

1889年ペテルブルグ刊行の版画を描いたV.ク

リューコフであることをさらに証明する根拠

となる。今回はそのクリューコフの作品を位

置づけるために、1826年にクリューコフがイ

コンを描いたと、インノケンティが記してい

るウナラスカの昇天大聖堂と、それと近い作

品と思われるシトカの聖マイケル聖堂でのお

そらくクリューコフの周辺作のイコンの調査

を行った。その結果、同じ図柄のイコンが、

シトカ、エクルトナ、ウナラスカに計5点ある

ことが確認でき、それらの様式の比較により、

なかにはロシア製の原画が含まれているかも

しれないが、クリューコフ周辺のイコン画家

たちについて成立の順序と相互関係が推測で

きた。 

比較例の数が最も多いのはイコノスタスの鷗

門に付けられる四福音書記者のひとりのヨハ

ネである。ウナラスカに3点、シトカに2点あ

り、模写関係にある。シトカのイコノスタス

上部につけられているイコンが、最も古様で

あり、他の4点はそこから模写されたものであ

ると推測できる。おそらくもっとも古様なシ

トカのイコンがクリューコフの手になるもの

であろう。記録によると、インノケンティも

船長ラザレフも、少年クリューコフは肖像画

に優れると記し、ラザレフは、クリューコフ

模写のアレクサンドル1世の肖像について記

録しているので、他のプリミティヴな4点がク

リューコフの制作になるとは考えにくい。ウ

ナラスカの昇天大聖堂は、1826年に成聖され

たのち、1856年と1894年に再建されている。

シトカの聖ミカエル大聖堂の成聖は1848年

であることがわかっているが、画家の生没年

の確定など文書館での調査が今後必要である。 

いずれにしても彼らアラスカの画家たちはロ

シアから将来された原画を忠実に模写してい

ることが明らかとなり、これは山下りんのイ

コン制作の全仕事と同じ性格を示す。それは

インノケンティとニコライの伝道方針に由来

する中世的芸術観と解釈できる。 

西洋キリスト教に由来する芸術観のアラス

カにおける受容のプロセスと意味の変容は、

わが国の 16 世紀以来と近代以来の西洋美術

の流入の意味の究明に、有力な補助線を提供

するものと考えられる。アラスカだけでなく、

アメリカの原住民の文化における「美術」の

観念の受容については、アメリカ美術の形成

に大きく関わる問題であり、そのことは 1920

年代に西洋のアカデミックな伝統絵画から

アメリカが独自の歴史に根差すアメリカ美

術を形成するに大きな役割を果たした。その

際、わが国の国吉康雄（1889-1953）の果た

した役割は大きい。アメリカのカンサス州の

ウィチタ美術館にあるマードック寄贈の『啓

示（Revelation）』（1950 年）は、西洋の表

象論に日本出自の国吉康雄は無縁であるこ

との表明と解釈できるのであり、アレウト人

によるイコン受容の問題の延長として今後

の研究課題である。つまりアラスカにおける

表象芸術受容の問題は、わが国における表象

観念の受容の問題、そしてアメリカ美術の成

立にも関わるトピックであり、表象観念つま

りビザンティン 8 世紀のイコンの成立が、世

界史のなかで特殊な出来事であったことを

示す研究テーマである。 
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